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　【
は
じ
め
に
】

本
稿
は
、
小
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
『
修
験
指
南
鈔
』
の
紹
介
と
翻
刻
で

あ
る
。
本
書
は
修
験
道
の
教
義
書
で
あ
り
、十
四
の
章
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

修
験
道
の
祖
と
さ
れ
る
役
行
者
の
出
生
に
ま
つ
わ
る
話
か
ら
始
ま
り
、
熊
野
か

ら
金
峯
山
に
至
る
大
峯
奥
駈
道
の
霊
場
の
伝
承
を
記
し
た
後
、
峯
中
灌
頂
の
奥

義
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
る
。
編
者
に
つ
い
て
は
、
天
台
宗
本
山
派
に
関
わ
る
人

物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
【
一
、
書
誌
】

版
本
一
冊
。
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
刊
。
編
者
は
未
詳
。
印
校
者
は
鎮
栄
。

書
肆
は
中
野
六
右
衛
門
。
縦
二
十
六
、一
㎝
×
横
十
八
、九
㎝
、
袋
綴
。
外
題
は

剥
落
し
て
お
り
、表
紙
左
上
に
「
修
験
指
南
鈔　

全
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
・

尾
題
は
「
修
験
指
南
鈔
」、
柱
題
は
「
修
験
指
南
」。）

1
（

二
十
丁
、
一
面
九
行
、
一

行
十
八
字
で
、
漢
字
・
梵
字
で
表
記
さ
れ
る
。
刊
記
「
元
禄
六
癸
酉
暦
六
月
吉

祥
日　

洛
陽
三
條
通
書
肆　

中
野
六
右
衛
門　

板
行
」。
表
紙
中
央
に「
神
原
家

之
宝
」
と
墨
書
さ
れ
、
そ
の
下
に
「
神
州
平
民
公
郷
裔
神
官
神
原
文
太
郎
」
の

朱
印
有
り
。
一
丁
表
裏
、
二
丁
表
、
八
丁
裏
、
十
七
丁
表
、
最
終
丁
裏
に
も
同

様
の
朱
印
有
り
。

文
末
に
「
為
修
験
中
洛
東
沙
門
大
先
達
千
勝
院
法
印
鎮
栄
、
以
正
本
令
改
板

之
者
也
」
と
あ
り
、
正
本
と
校
合
し
、
改
版
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

る
た
め
、
本
書
の
成
立
は
刊
行
さ
れ
た
元
禄
六
年
を
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
編
者
に
つ
い
て
は
、
本
山
派
の
拠
点
で
あ
る
熊
野
に
関
す
る
章
段
が

多
い
こ
と
や
、
天
台
宗
に
関
わ
る
内
容
が
多
い
こ
と
か
ら
、
天
台
宗
本
山
派
に

関
わ
る
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鎮
栄
に
関
し
て
は
、
洛
東

の
僧
で
千
勝
院
の
先
達
と
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
事
蹟
に
関
し
て
は
未
詳
で
あ

る
。
千
勝
院
に
関
し
て
も
未
詳
で
あ
る
が
、
本
山
派
の
本
山
で
あ
る
聖
護
院
の

塔
頭
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
　【
二
、
構
成
】

本
書
の
構
成
は
第
一
章
に
役
行
者
の
出
生
譚
、
第
二
章
か
ら
第
九
章
ま
で
が

熊
野
、
第
十
章
が
大
峯
、
第
十
二
、十
三
章
が
金
峯
山
、
第
十
四
章
が
峯
中
灌

頂
に
関
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
を
構
成
す
る
十
四
の
章
段
の
内
、
役
行
者
伝
承
を
記
す
第
一
章
と
、
灌

頂
の
儀
式
に
つ
い
て
記
す
第
十
四
章
を
除
い
た
十
二
の
章
段
が
、
大
峯
奥
駈
道

を
構
成
す
る
各
霊
場
に
関
わ
る
伝
承
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
十
二
の
章
段
の
内
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訳
を
見
る
と
、
第
二
章
か
ら
第
九
章
ま
で
が
熊
野
に
関
わ
る
伝
承
で
、
第
十
章

が
大
峯
に
関
わ
る
伝
承
、
第
十
二
、十
三
章
が
金
峯
山
に
関
わ
る
伝
承
と
な
っ

て
い
る
。
以
下
は
各
章
段
数
と
章
段
名
で
あ
る）

（
（

。

第
一 

役
優
婆
塞
於
印
度
生
因
位
事
［
并
行
者
出
生
之
事
］

第
二 
熊
野
権
現
因
位
之
事

第
三 
結
早
玉
両
所
各
各
夫
婦
之
事

第
四 

熊
野
三
所
垂
跡
各
不
一
途
事

第
五 

御
社
壇
殿
作
之
事

第
六 

両
所
御
殿
除
中
間
事

第
七 

熊
野
称
号
之
事

第
八 

十
二
所
権
現
御
本
地
ノ
之
事

第
九 

本
宮
御
在
所
之
事

第
十 

大
峯
八
大
金
剛
童
子
本
迹
名
体
事

第
十
一 

行
者
五
大
次
第
之
事

第
十
二 

蔵
王
権
現
本
地
垂
迹
之
事

第
十
三 

自
下
山
至
山
上
入
堂
次
第
事

第
十
四 

第
十
四 

峯
中
灌
頂
私
記

熊
野
に
関
す
る
章
段
が
八
章
段
に
及
ぶ
一
方
、
大
峯
や
金
峯
山
に
関
わ
る
章

段
は
三
つ
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
熊
野
と
い
う
地
に
重
点
を
置
い
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
話
の
順
は
熊
野
、大
峯
、金
峯
山
と
い
う
よ
う

に
、
熊
野
と
吉
野
を
結
ぶ
大
峯
奥
駈
道
を
北
上
す
る
配
列
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
各
章
段
内
に
記
さ
れ
る
靡
（
修
行
場
）
や
名
所
に
関
し
て
も
、
大
峯
奥
駈

道
を
北
上
す
る
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
修
験
道
は
江
戸
時
代
に
、
醍
醐
寺
の
三

宝
院
を
中
心
と
し
、
拠
点
を
金
峯
山
と
す
る
真
言
宗
当
山
派
と
、
聖
護
院
を
中

心
と
し
、
拠
点
を
熊
野
に
お
く
天
台
宗
本
山
派
の
二
つ
の
宗
派
に
大
き
く
分
か

れ
た
。
当
山
派
は
金
峯
山
か
ら
熊
野
ま
で
至
る
逆
峯
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
で
修

行
を
行
う
の
に
対
し
、
本
山
派
は
熊
野
か
ら
金
峯
山
に
至
る
順
峯
と
呼
ば
れ
る

ル
ー
ト
で
修
行
を
行
う
。
本
書
は
、
本
山
派
の
拠
点
で
あ
る
熊
野
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
る
点
や
、
各
章
で
語
ら
れ
る
霊
地
が
熊
野
か
ら
金
峯
山
へ
至
る
順
に

配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
山
派
系
の
教
義
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
実
際
の
修
行
の
行
程
に
従
っ
て
話
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

わ
っ
て
、
第
十
四
章
で
は
修
行
者
を
い
さ
め
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
第
十
四
章

の
実
践
を
意
識
し
た
記
述
を
以
下
に
二
箇
所
挙
げ
る
。

第
十
四
章
（
二
十
四
丁
表
）

役
優
婆
塞
常
ニ
曰
、
我
ハ
不
愛
身
命
ヲ
、
従
来
捨
身
、
求
菩
提
之
苦
行
、

何
ソ
有
ン
ヤ
所
痛
哉
。
併
末
世
ノ
行
人
下
根
ノ
故
ニ
、
於
テ
巌
石
ニ
亡
命

ヲ
輩
ラ
繁
多
ニ
シ
テ
、
而
モ
近
来
異
方
便
ヲ
廻
、
為
メ
レ
扶
非
器
ノ
新
客

ヲ
、
加
ヘ
宥
免
ヲ
、
令
去
嶮
難
ヲ
歟
。
先
達
一
同
之
上
ハ
、
不
能
ハ
是
非

ニ
。
尤
モ
可
キ
レ
守
ル
本
式
ヲ
者
也
。

苦
行
の
由
来
を
役
行
者
に
求
め
、
そ
の
上
で
近
年
修
行
に
よ
り
命
を
失
う
者

が
多
い
こ
と
を
嘆
く
。
そ
の
た
め
、
先
達
は
修
行
者
の
力
量
に
応
じ
、
修
行
内

容
の
変
更
を
行
う
こ
と
が
あ
る
が
、
役
行
者
に
由
来
す
る
厳
し
い
修
行
の
あ
り

方
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
当
時
の
修
行
の
実
態
を
述
べ
た
上
で
、
修
行

の
あ
り
方
を
説
い
て
お
り
、
修
行
の
実
践
を
意
識
し
た
記
述
と
言
え
る
。

第
十
四
章
（
二
十
三
丁
表
裏
）

今
非
器
ノ
同
行
等
、
動
不
ル
全
法
式
ヲ
族
有
ト
之
云
云
。
冥
顕
可
シ
恐
ル

云
云
。
木
食
草
衣
ハ
、
仏
弟
子
ノ
通
誡
也
。
釈
迦
如
来
難
行
之
昔
、
食
シ

玉
ヒ
テ
烏
麦
手
一
合
ヲ
、
六
年
苦
行
シ
給
フ
。
今
マ
此
ノ
先
蹤
也
。
同
行
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殊
ニ
致
シ
精
進
ヲ
、
全
式
相
ヲ
、
速
可
シ
至
ル
成
仏
ノ
果
ニ
。

力
量
の
な
い
同
行
は
、
全
く
修
行
の
決
ま
り
を
守
ら
な
い
が
、
そ
の
決
ま
り

は
聖
人
た
ち
の
苦
行
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
行
は
そ
れ
を
守
る
こ
と
に

よ
り
、
成
仏
で
き
る
と
い
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
行
と
い
う
の
は
、
先
達

に
案
内
さ
れ
修
行
を
す
る
者
達
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
行
に
対
し
、

修
行
に
関
す
る
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
こ
と
や
、
先
述
し
た
通
り
、
実
際
の
修

行
の
行
程
に
従
っ
て
話
が
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
践
を
強
く
意
識
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
　
　【
三
、
内
容
（
一
）
取
り
あ
げ
る
僧
侶
達
か
ら
】

次
に
本
書
の
内
容
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を
二
つ
に
分
け
て
紹
介
す
る
。
ま

ず
、
本
書
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
僧
侶
達
か
ら
も
、
本
山
派
系
の
教

義
書
と
し
て
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

第
八
章
で
は
、
熊
野
十
二
所
権
現
と
、
関
係
す
る
七
所
の
権
現
の
本
地
と
各

権
現
を
感
得
し
た
僧
、
第
十
章
で
は
大
峯
の
八
大
童
子
の
本
地
と
そ
れ
ぞ
れ
を

感
得
し
た
僧
が
記
さ
れ
る
。
第
九
章
末
で
は
、
本
山
派
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る

増
誉
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、
第
八
章
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
僧
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
以
下
は
記

さ
れ
る
僧
の
名
と
そ
の
僧
侶
の
宗
派
、括
弧
内
に
は
感
得
し
た
本
地
数
を
記
す
。

宗
派
が
不
明
な
場
合
は
、
そ
の
人
物
に
関
わ
る
情
報
を
簡
単
に
記
し
た
。

〈
第
八
章
十
二
所
権
現
本
地
事
〉

・（
三
）
婆
羅
門
僧
正　

天
竺
の
僧

・（
六
）
智
証
大
師　

天
台
宗

・（
二
）
伝
教
大
師　

天
台
宗

・（
二
）
静
観　

天
台
宗

・（
二
）
慈
覚
大
師　

天
台
宗

・（
一
）
源
信　

天
台
宗

・（
一
）
千
観
内
供　

天
台
宗

・（
一
）
弘
法
大
師　

真
言
宗

・（
一
）
裸
形
上
人　

熊
野
青
岸
渡
寺
の
開
基
と
さ
れ
る
。

第
八
章
で
は
熊
野
に
関
わ
る
十
九
所
の
権
現
そ
れ
ぞ
れ
に
感
得
し
た
僧
が

割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、
九
人
の
僧
が
登
場
す
る
。
天
台
宗
の
僧
六
人
が
十
二

所
、
真
言
宗
の
僧
一
人
が
一
所
、
イ
ン
ド
の
僧
を
指
す
婆
羅
門
僧
正
は
三
所
の

権
現
を
感
得
し
て
い
る
。
人
物
の
割
合
で
考
え
る
と
、
登
場
す
る
九
人
の
僧
の

内
、六
人
が
天
台
宗
の
僧
と
な
っ
て
い
る
。
天
台
宗
の
僧
が
多
く
を
占
め
、他
宗

派
で
は
真
言
宗
の
空
海
が
一
回
登
場
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本

書
が
天
台
宗
系
の
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
智
証
大
師
（
円
珍
）
は
六
所
の
権
現
を
感
得
し
て
お
り
、
最
も
多
い
登

場
回
数
と
な
っ
て
い
る
。

本
山
派
の
拠
点
で
あ
る
聖
護
院
は
、
か
つ
て
園
城
寺
を
本
山
と
す
る
天
台
宗

寺
門
派
に
属
し
、
智
証
大
師
は
そ
の
寺
門
派
の
宗
祖
と
さ
れ
る
。
天
台
宗
の
僧

の
中
で
も
、
特
に
智
証
大
師
の
名
が
多
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
寺
門
派
と
関
わ

り
を
持
つ
本
山
派
の
教
義
書
で
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
第
十
章
で
挙
げ
ら
れ
る
僧
に
注
目
す
る
。
第
八
章
と
同
様
に
、
大
峯
八

大
金
剛
童
子
を
感
得
し
た
僧
の
名
、
そ
の
僧
の
宗
派
と
、
宗
派
が
不
明
な
場
合

は
そ
の
人
物
に
関
わ
る
情
報
を
簡
単
に
記
し
た
。
一
人
の
僧
が
重
複
し
て
登
場
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す
る
場
合
は
括
弧
内
に
そ
の
回
数
を
記
し
た
。

〈
第
十
章
大
峯
八
大
金
剛
童
子
本
迹
名
体
事
〉

・（
一
）
弘
法
大
師　

真
言
宗

・（
一
）
真
済
僧
正　

真
言
宗

・（
一
）
聖
宝　

真
言
宗

・（
一
）
智
証
大
師　

天
台
宗

・（
一
）
良
弁　

華
厳
宗

・（
一
）
勤
操
僧
正　

三
論
宗　

※
空
海
や
最
澄
か
ら
灌
頂
を
受
け
る
。
比
叡
山

落
慶
供
養
に
お
い
て
堂
達
を
務
め
る
。

・（
二
）
禅
洞　

熊
野
権
現
を
最
初
に
祀
っ
た
人
物
に
連
れ
ら
れ
、
熊
野
に
参

詣
し
、
熊
野
権
現
に
つ
い
て
人
々
に
広
め
た
。

→
七
人
の
内
、
真
言
宗
が
三
人
、
天
台
宗
、
華
厳
宗
、
三
論
宗
は
一
人
ず
つ

と
な
っ
て
い
る
。
禅
洞
は
熊
野
に
関
わ
る
伝
承
の
中
に
の
み
名
前
が
見
ら
れ
、

宗
派
は
不
明
で
あ
る
が
二
つ
の
権
現
を
感
得
し
て
い
る
。
第
十
章
で
は
天
台
宗

の
僧
は
一
人
の
み
で
、
真
言
宗
の
僧
が
三
人
と
な
り
、
第
八
章
と
比
べ
て
真
言

宗
の
割
合
が
比
較
的
高
い
と
言
え
る
。
こ
れ
は
大
峯
が
、
金
剛
峯
寺
を
中
心
と

す
る
真
言
宗
当
山
派
が
支
配
す
る
地
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
第
九
章
末
の
増
誉
と
い
う
僧
に
関
わ
る
記
述
を
考
え
る
。
以
下
は
該
当

部
分
の
本
文
で
あ
る
。

〇
熊
野
三
山
検
校
職
始
白
河
院
御
臨
幸
御
先
達
依
彼
賞
増
誉
前
大
僧
正

時
被
始
置
此
職
云
云
。
白
河
熊
野
御
勧
請
為
御
願
寺
供
養
賞
故
被
始
補
云

云
。[

三
井
長
史　

護
持　

牛
車　

座
主　

四
天
王
寺
別
当　

延
暦
寺
座

主　

三
山
検
校　

法
務
大
僧
正[

号
一
乗
寺]

聖
護
院]

増
誉
が
熊
野
の
初
代
検
校
と
な
っ
た
由
来
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。
か
ぎ
括
弧

で
示
し
た
割
書
に
は
、
天
台
座
主
や
園
城
寺
長
吏
な
ど
の
増
誉
が
務
め
た
職
が

列
挙
さ
れ
、
ま
た
聖
護
院
の
開
基
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
増
誉
は
本
山
派

の
中
心
で
あ
る
聖
護
院
の
開
基
で
あ
り
、
本
拠
地
熊
野
の
初
代
検
校
を
務
め
、

更
に
先
述
し
た
寺
門
派
の
総
本
山
で
あ
る
園
城
寺
の
長
吏
な
ど
を
務
め
た
。
ま

た
天
台
宗
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
座
主
を
務
め
、
本
山
派
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

人
物
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
増
誉
に
関
し
て
詳
細
に
取
り
上
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
書
が
本
山
派
に
関
わ
る
人
物
に
よ
り
記
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
十
章
で
は
天
台
宗
の
僧
の
人
数
を
真
言
宗
が
上
回
る
。
し
か
し
、
本
山
派

の
本
拠
地
熊
野
に
関
わ
る
記
述
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
八
章
に
お
い
て
寺
門

派
の
宗
祖
智
証
大
師
が
多
く
の
権
現
を
感
得
し
て
い
る
こ
と
、
第
九
章
に
て
本

山
派
の
開
祖
、
増
誉
に
関
し
て
特
筆
し
て
い
る
こ
と
、
熊
野
か
ら
吉
野
に
至
る

順
で
記
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
や
は
り
本
書
は
本
山
派
の
教
義
書
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
　
　【
四
、
内
容
（
二
）
天
台
本
覚
思
想
と
の
関
わ
り
】

本
書
が
本
山
派
の
教
義
書
で
あ
る
可
能
性
は
、
本
書
の
記
述
に
見
ら
れ
る
思

想
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
最
終
章
の
第
十
四
章
「
峯
中
灌
頂
私
記
」
で
は
、
修

験
の
修
行
を
終
え
た
者
に
対
し
て
山
中
で
行
う
灌
頂
の
儀
式
の
次
第
が
記
さ
れ

る
。
実
際
に
灌
頂
を
受
け
る
修
行
者
に
対
し
て
説
い
た
と
考
え
ら
れ
る
文
言
も

見
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
本
書
が
ど
の
よ
う
な
思
想
を
背
景
に
持
つ
の
か
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
書
の
思
想
が
読
み
取
れ
る
記
述
を
以
下
に
挙
げ
る
。
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深
山
者
、
八
葉
中
台
也
。
已
入
曼
荼
羅
中
院
、
証
即
身
成
仏
覚
位
。
故
深

山
碑
文
云
、
不
論
迷
悟
者
、
入
於
遍
知
院
、
不
断
煩
悩
者
、
超
菩
薩
十
地
。

凡
聖
一
如
法
理
親
在
吾
道
之
秘
決
、
誠
為
希
有
中
希
有
也
。（
二
十
五
丁

表
）

こ
こ
で
は
、
同
行
に
深
山
（
大
峯
）
は
仏
の
世
界
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ

で
成
仏
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
の
か
を
説
い
て
い
る
。「
深
山（
大

峯
）
は
曼
荼
羅
の
世
界
で
、
そ
こ
で
即
身
成
仏
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い

た
上
で
、
即
身
成
仏
と
は
迷
妄
や
煩
悩
を
捨
て
ず
に
成
仏
で
き
る
こ
と
で
あ
る

と
す
る
。
凡
人
も
聖
人
も
同
一
と
す
る
理
は
、
修
験
の
教
え
の
秘
訣
で
あ
る
。」

と
い
う
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
見
ら
れ
る
即
身
成
仏
、
煩
悩
即

菩
提
、
凡
聖
一
如
と
い
っ
た
思
想
は
、
人
は
本
来
仏
と
な
る
素
養
を
持
つ
と
い

う
思
想
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
天
台
本
覚
思
想
に
お
い
て
は
頻
繁
に
説
か
れ

る
。天
台
本
覚
思
想
で
は
、人
は
本
来
仏
と
な
る
素
養
を
備
え
持
っ
て
い
る
と
す

る
思
想
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
で
は
、）

（
（

「
此

心
性
本
源
凡
聖
一
如
無
二
如
、
此
名
本
覚
如
来
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
人

が
持
っ
て
い
る
心
は
、
本
来
聖
人
も
凡
人
も
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
「
本

覚
如
来
」
と
名
付
け
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、）

（
（

 「
以
心
性
本
覚
為
無
作
実
仏
」
と

も
記
さ
れ
、
人
の
心
は
本
来
、
悟
り
を
備
え
て
い
る
た
め
、
あ
り
の
ま
ま
の
心

が
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
凡
人
も
聖
人
も
同
様
の
心
を
備

え
て
い
る
と
す
る
凡
聖
不
二
や
、煩
悩
が
菩
提
に
繋
が
る
と
す
る
煩
悩
即
菩
提
、

体
を
伴
っ
た
ま
ま
成
仏
す
る
即
身
成
仏
と
い
う
思
想
が
天
台
本
覚
思
想
に
お
い

て
も
盛
ん
に
説
か
れ
る
。

凡
聖
一
如
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
の
記

述
に
、「
凡
聖
一
如
無
二
如
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
煩
悩
即
菩
提
の
教
え
は）

（
（

『
修

禅
寺
決
』
に
お
い
て
、「
煩
悩
自
性
全
菩
提
一
体
不
二
」
と
記
さ
れ
、
煩
悩
と
菩

提
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
煩
悩
即
菩
提
の
思
想
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
天
台
本
覚
思
想
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
煩
悩
即
菩
提
や
凡
聖
一
如
の
教
え

を
、
本
書
で
は
「
吾
道
」
の
教
え
の
秘
訣
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

本
書
で
説
か
れ
る
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
天
台
宗
特
有
の

教
義
の
影
響
が
見
ら
れ
、
こ
の
教
え
を
吾
道
の
秘
訣
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
本
書
は
天
台
宗
に
関
わ
る
宗
派
の
教
義
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

注

⑴
　
柱
に
記
さ
れ
る
丁
数
は
実
際
の
丁
数
と
一
致
せ
ず
、最
終
丁
に
は
二
十
五
丁
と
表
記
さ

れ
て
い
る
。
落
丁
箇
所
は
無
し
。

⑵
　
目
次
に
記
さ
れ
る
章
段
名
と
、各
章
段
の
前
に
記
さ
れ
る
章
段
名
に
若
干
の
差
異
が
あ

る
。
本
稿
で
は
各
章
段
の
前
に
記
さ
れ
て
い
る
章
段
名
を
用
い
た
。

⑶
　
第
七
、
煩
悩
菩
提
の
章
。『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
は
最
澄
に
仮
託
し
た
教
義

書
で
、
実
際
の
著
者
は
未
詳
。
成
立
年
代
は
跋
文
に
見
ら
れ
る
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）

以
前
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

⑷
　
第
十
、
即
身
成
仏
の
章
。

⑸
　
第
三
帖
「
大
教
縁
起
口
伝
」。『
修
禅
寺
決
』
は
天
台
宗
の
一
学
派
で
、源
信
を
祖
と
す

る
恵
心
流
の
教
義
書
。
著
者
は
未
詳
。
奥
書
の
書
写
年
か
ら
、成
立
年
代
は
文
明
十
二
年

（
一
四
八
〇
）
以
前
と
さ
れ
る
。
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【
参
考
文
献
】

・
日
本
思
想
大
系
『
天
台
本
覚
論
』（
岩
波
書
店
）

・
宮
家
準
著
『
修
験
道
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
）

【
翻
刻
】
修
験
指
南
鈔

凡
例

一
、
文
字
は
現
行
の
字
体
に
直
し
た
。

一
、
原
文
に
句
読
点
は
な
い
が
、
著
者
の
判
断
で
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

一
、
仮
名
遣
い
は
原
文
通
り
と
し
た
。

一
、
改
行
部
は
／
で
示
す
。
た
だ
し
、
目
録
、
本
文
中
の
小
題
は
原
文
通
り
一

行
書
き
と
し
た
。

一
、
割
書
部
は[　

]

に
よ
っ
て
示
し
た
。

一
、
判
読
不
明
の
箇
所
は
■
で
記
し
た
。



小谷コレクション蔵『修験指南鈔』紹介と翻刻17（



17（



小谷コレクション蔵『修験指南鈔』紹介と翻刻17（



176



小谷コレクション蔵『修験指南鈔』紹介と翻刻177



178



小谷コレクション蔵『修験指南鈔』紹介と翻刻179


